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曜語

火災の発生しやすい害事季援護霊え、 2月初日から3月138
までの2遂罪語、全国一斉iこ蕃の火災予主意義霊童書ガ厳隠されさま

草。火災のほとんど!<l:，考古ょっむしだ気のゆるみヤ不注意

から発古在してい撃す。あ主主主きの正当のスキを火i喜怒っている

のです.少しでもき誌になったら火のま毛老若覇軍かめる、こうし

だ繁華建ガ生命と潟穫を守るので号t.醤t設から"-iJ!{0)習慣を
身につけるよう総鱒{オ1ごください。 一消防本00-
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iこ集合、放水診i絡を行い
ます。=~学Eき長お詰

火災予防護筆致め織問中、

夜聖書を受まねて各消主主紛が

管轄区主義を巡隠しながら、

f自主主住民的方へ火災予防

を呼びかけます。

2 J守28日午草寺7終に消
磁器、:市伎分事寄金どで?サ

イレン丹吹鳴を、各t喜主持
E遣で饗鎖的打鐘を守すいま

す。

@零j絢できる入

駅をや心としてキ筏5

0守口以上の絞般に{主んで

いる人

@使潟料金

般車場潤用績向

車

窓

行

事

2 Jl17 Bから 3I守18B

内務、アパ…トや?ンシ

ョンなどの災関住宅iこ後

防検変のためJ荷主主署機E司
会1fi母います。ご協力を。

所得繊の確定安告を告の受け付けが

いよいよ今総から始ま寺ます。期

銀総i設になると税務緩め窓口i立大

変混殺しますe ゆ告はなるべく思

〈済ませましょう。

蹴鱈部@侶窟申簡火災二子訪運重舎の銀問中、

防火キャンペーンとして

危民主務安会協会と防火協

会が市内各泌iニ火災予防

立看板グ〉渇2訴を行います。

支ま

舎日から艶l:tiすけ議開強13持15日までi

反主十絶用求 3客機イ史のj~ 基徒、下117 



書籍751き

事護鎚に支給される主全職員手当再内務(昭和63年4丹l自宅車l'E)

lij TT  鼠一一

1.4持分

1.9月分

0.5!l分

3.8li分

時.的O円 10総縁者

1 0直己義者以外丹扶蓋襲挨

2人丸玖lOf守入まで

聖書主主手当 期末手議

0.5丹分 6月鱗 ム4丹分

0.6月分 12!l刻 1.91を分

3丹謝 0.5毘分

l.lJl分 計 3.8月分

自白部奇 襲事埜定年 {主終準] 自己総会

3ち4持分 動絞20左手 21.0丹分

即時丹分 勤続知学 33.75月分

73.2月分 童書続35牟

13ぷ月分 畿路震度

その俄的 定年前

描算f量置 (塁手

露盤. .盆

t号誇

調書家事議
{昭和喜2.<pli:支給言語会}

700，OOOfII 

600，000同
6月英国 1吉足分

550， 0世OfII
12月総 2.5月分

530，000同
3月期 仏5丹分

405，OOOfII 
言十 4.9月分

355，000円

330，ooof号

1989. 2.1喜(2)

波書草苧市議録の意書与亀事の幾重量をi1H建のみな事んにご理解いただ〈た時、そのあらましを

次のとBりお知らせします。市毒註凝の給与は、 r慾方繭i治古法J，、r義総主コ方守公務』鼠亀主法去Jに喜基喜つ
脅鱗謀定Lた r季幾主E孫革子市…量絵童草毅量6窃号耳駿詫』鈍亀の絵i与子tにこ鈎する糸事然時J や r~銭是E滋義子索毒特寺男別E草際韓の給与毒等事 1にこ関

する粂幌倒~J およzびFぜの他の車絞露再怒子罪偲喜係s糸長g例呼虚幾員然Hじ=よつて3女t車絵富t毒与れています。なお、 給料・
手当。号室翼t二ついては、混と比較するため改定的ぬものです。 何人事言葉

とそ丹後引き続き、 2

年間聖書華華したときの給

料月額。

118 
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が
幻
万
1
内
以
上
司
場
合
は
、

次
内
ヰ
フ
な
方
で
す
。
そ
の
収
入
に
応
と
て
費
用
用
が
徴
収
さ

山

山

入

所

で

事

る

方

れ

ま

す

。

制
部
問
問
と
し
て
‘
部
議
以
上
ぞ
次
的
姿
③
扶
繋
離
職
務
畿
主
た
る
欽
懇
談
務

件
に
品
て
は
ま
る
方
で
す
幼
者
に
つ
い
て
は
、
入
所
者
に
係
る
捻

鐙
寝
た
き
り
老
人
で
身
体
ま
た
は
精
道
質
的
線
開
内
に
お
い
て
前
笠
変
分

神
に
脅
し
い
臨
時
官
憶
が
あ
り
、
殺
に
A
河
内
線
秘
技
況
に
ゆ
時
ヒ
て
焚
縛
が
後
絞

識

を

付

制

緩

と

す

る

カ

き

れ

ま

す

。

ゆ
波
た
き
り
で
は
な
い
が
、

V
制
問
い
合
わ
せ
…
商
社
謀
議
人
総
設
係

身
体
ま
た
は
精
神
上
向
感

懇
の
た
め
、
時
常
生
活

(
食
前
帯
、
寝
起
寺
、
都
附
眠

等
」
円
四
M

K

ん
ど
宇
品
閉
め

人
に
介
助
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
を
い
方

滅
入
院
加
療
を
唆
す
る
絵

一mで
は
、
お
忽
簿
り
が
健
康
℃
生
意
慾
き
と
し
怠
生
活
を
滋
っ
て
い

だ
だ
く
た
め
、
ホ
ー
ム
へ
ん
パ

l
派
瀦
徽
緩
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
務
幾

怠
ど
の
褐
被
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
祭
慾
度
に
は
、
役
会
福
役

法
人
4
N
議
援
す
る
締
郷
郵
鐙
老
人
ホ

l
Q久
選
手

cmえ
一
、
陽
線
畿

の
滋
故
逼
凝
伊
(
ベ
ッ
ド
鍛
印
尿
道
申
織
に
関
恥
車
怒
れ
る
予
定
で
移
。

そ
こ
柄
、
合
臨
時
姑
、
腕
部
紛
繋
騒
穆
人
也
市

1心
巳
つ
い
T
hご
紹
介
し
設
す
。

特
別
榔
党
議
老
人
ホ
ー
ム
と
は
も
身
体

ぶ
ま
た
は
鰯
仙
押
上
著
し
い
綴
絡
が
あ
る

た
め
に
常
時
介
獲
を
必
要
と
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
宅
で
分
譲
を
受
け
る

こ
と
が
密
臨
時
な
お
年
中
背
り
を
入
品
川
捻
思
惟

し
て
お
数
翁
す
る
総
数
で
す
。
こ
的
総

数
券
晶
刊
照
ザ
ヲ
る
こ
と
が
む
冬
る
の
は
、

ぶ
ハ
連
常
時
弘
、
悼
、
毎
月
盛
時

し
い
お
髭
念
品
憎
が
持
わ
れ

て
い
る

教
育
療
関
川
会
的
よ
び
か
け
で
蛤
め
ら
ば
札
‘
余
日
本
選
手
緩
め
ダ
ブ
ル
ス
戦
的
コ
ー
チ
を
す
る
な
ど
、
夫
婦
そ
ろ
3

れ
た
パ

γ
ミ
ン
ト
ン
的
ス
ポ
ー
ツ
救
世
『
ぞ
も
優
勝
絞
験
の
あ
る
爽
カ
俺
そ
れ
で
論
議
し
て
い
る
P

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
重
量
宙
哀
を
務
ま
ぞ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
的
経
苦
手
吋
い
ま
は
地
域
内
襲
警
に
重
し

め
る
主
ヲ
に
な
っ
た
6
年
同
州
立
前
か
ら
し
て
、
殺
孫
子
治
か
ら
日
本
代
表
選
苧
た
い
で
す
ね
ι

遊
が
そ
パ
下
、
、
、
ン
ト
ン

こ
の
数
塗
丹
講
師
を
務
め
る
。
が
育
つ
よ
う
な
み
ん
酬
明
づ
〈
つ
が
開
制
擦
だ
。
脅
品
開
め
た
人
で
も
、
あ
る
総
絞
め
し
べ

昭
如
刊
印
年
に
東
京
か
ら
我
孫
子
市
に
ま
た
古
関
体
選
手
と
し
て
録
勝
し
た
こ
ん
に
絡
し
た
ら
、
ス
ポ
i
ツ
と
し
て
隠

移
η
徐
み
、
市
災
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
と
が
あ
る
瓦
絞
炎
人
も
、
市
悶
肉
体
育
総
機
支
持
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
北
目
覚
め

に
は
幻
年
か
ら
出
場
。
以
来
日
年
淡
村
明
で
察
隊
綴
人
的
パ
ド
ミ
ン
ト
シ
ク
ラ
プ
て
欲
し
い
と
患
い
ま
す
a

と
パ

γ
ミ
ン

機
時
主
侃
一
給
し
た
ロ
昨
年
的
大
会
で
は

決
緯
で
、
教
、
一
え
干
の
湯
島
義
之
〈
山
市
持
)

き
ん
に
鴻
脱
税
制
問
勝
告
側
臨
ま
れ
た
。

「
私
が
講
習
会
で
指
導
し
て
い
る
な
か

で
、
滋
人
か
ら
始
め
て
悶
昭
島
震
が
一
帯

成
長
L
tん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
@

こ
れ
か
ら
の
夢
は
‘
小
・
中
学
長
を
集

め
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
教
え
、
日
本
代

淡
ク
ラ
ス
の
織
が
を
育
て
る
こ
と
で
ず
い

と
絡
す
。
学
生
時
吋
代
か
ら

g
本
代
災
遜
手
に
議

(3)櫛 9.2. 16 

"ドミントン

のき接君事tこ務める
すずんじ

鎗本籍工さん
{幸吉絞}

国民年金受給者の方へ

韓審査事室詮・偉そ予定手権拡ど
の支払いが箪6聞に

問い合わせ:!護保年金銭年金繰

子
(
準
母
子
)
年
金
、
官
離
附
脚
部
金
(
旧

淡
分
)
、
遺
児
年
余
は
、
昨
年
ま
で
年

4
回開へ
3
m丹、

6
肉丹、

9
月
、
河
内
)

に
分
け
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

令
部
か
ら
は
、
キ
6
闘
に
分
け
て

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
早

〈
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
も
?
に
な
り

ま
し
勺
支
払
河
川
山
、

2
丹、

4
潟、

6
丹、

8
n
h
同
月
、
日
月
の
期
間
数

だ
で
、
支
払
わ
れ
る
の
は
支
払
践
的

弱
2
か
月
分
で
す
。

制
問
え
ば
、
会
月
支
払
わ
れ
る
年
金

は、

M
M
月
分
と
1
月
分
で
す
。

韓
醸
盤
、
韓
購
購
織
時
四
一
輯
嘩
麓
醸

i
選
拳
管
混
委
員
会

i

選
挙
管
務
委
員
会
で
は
、
有
権
奪
約

制
刊
使
と
灘
換
。
務
靴
倒
的
問
円
滑
化
を
悶
凶
る
た

め
、
時
専
門
M
R
め
ゆ
判
例
委
員
余
寸
い
ま

ま
で
の
務
幻
捻
綴
磁
〈
っ
く
L
野
総
隊
」

を
Z
つ
に
分
一
議
L
、
浅
間
闘
の
と
お
り
務

た
に
議
却
投
議
畿
支
設
け
る
w

」
と
に
な

り
ま
し
た
e

ま
た
、
鯵
3
投
票
涯
と
終
日
H

投
察
波

町
役
絞
殺
の
変
植
民
主
幹
わ
れ
〈
滋
我
帯

闘
用
)
、
来
る
3
月
間
日
程
一
日
」
に
予
定
事
れ

農
業
委
員
会
委
員
…

選
挙
人
名
簿
の
縦
芦

て
い
る
千
葉
感
知
ゆ
退
挙
か
ら
災
施
き
滋
挙
管
寝
袋
民
会
で
は
、
緩
和
山
田
年

れ
ま
?
。

1
月
1
n
u
現
在
に
お
け
る
農
薬
議
科
会

な
お
、
絞
殺
U
」
な
る
投
淡
絞
め
方
は
、
議
員
灘
挙
人
名
簿
を
次
的
経
絞
に
よ
り

後
日
制
岬
送
予
定
的
入
場
整
理
券
的
義
一
由
縦
断
熱
し
ま
す
.

立
時
間
が
総
裁
き
れ
て
い
ま
す
の
で
、

wv
縦
猿
制
閣
制
問

2
月
邸
付
n(
木
)
か
ら
3

校
議
所
を
閉
山
途
え
な
い
よ
う
ど
仲
間
意
く
閥
均
9
日
(
本
)
ま
で
の
日
目
欄
間

だ

さ

い

。

マ

総

資

場

所

滋

挙

管

理

委

同

開

会

ン
ラ
カ
シ
が
あ
る
。
棄
に
燃
が
あ
り
、

開
間
帯
情
僚
と
も
替
わ
れ
る
が
、
相
織
は
総
長

〈
、
下
一
闘
は
や
や
6
ば
ん
で
目
見
え
る
e

シ
ラ
カ
シ
的
名
は
材
が
闘
い
こ
と
か

ら
付
け
ら
れ
た
が
、
刷
間
皮
が
黒
っ
ぽ
い

的
で
ク
口
ガ
シ
と
も
い
わ
れ
る
。

，‘、
ム
幻納
ま
っ
た
楽
は
品
開
笑
ま

tく
、
愛
持
閉

が
あ
る
E

シ
ラ
カ
シ
は
万
然
畿
に
見
ら
れ
、

輪
本
人
出
都
内
抗
則
的
款
に
a

v

a

c

L

る
か
も

「
あ
し
ひ
き
の
山
滋
も
知
ら
ず
…
闘
機

的
枝
も
と
を
を
に
意
向
時
間
れ
れ
ば
い

と
い
う
の
が
あ
る
a

シ
ラ
カ
シ
の
材
は
緩
く
て
丈
先
な

た
め
、
品
情
・
総
・
韓
な
ど
的
機
と
し

て
、
ま
た
、
舟
内
崎
階
、
木
刀
、
機
物

を
作
る
材
料
と
し
て
も
綿
い
ら
れ
て

きク号掬霊タ
(ぶな科}

近
隣
セ
ン
タ
ー
に

ピ
ア
ノ
と

ス
テ
レ
オ
者
購
入

地
ほ
体
総
糊
刊
の
，
也
市
い
、
椛
師
、
り
て
ふ
識
の
…
織
と
し
て
突
滅
。
こ
の
守
二

れ
あ
い
の
開
明
細
と
し
て
定
絡
し
て
き
た
ぷ
テ
ィ
助
成
務
議
は
‘
絵
炎
治
動
を
光

布
役
絞
殺
臨
時
セ
ン
タ
i
と
天
王
命
北
鐙
突
事
跡
u.

そ
こ
か
ら
は
寸
〈
ま
れ
る
ん
民

総
セ
ン
タ
ー
に
、
ピ
ア
ノ
と
ス
テ
レ
オ
民
棺
}
恩
師
刀
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
慾
か

者
ぞ
れ
ぞ
れ
Z
A嗣
?
っ
勝
入
。
コ

i
ラ
設
ま
ち
づ
く
り
に
従
映
き
れ
る
よ
う
に

ス
グ
ル

i
プ
の
緯
溜
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
と
援
総
怒
れ
て
い
る
も
め
で
す
。

を
ど
の
佐
知
山
活
動
で
利
用
ぞ
事
る
よ
ラ
近
縁
セ
ン
タ
ー
で
は
寸
ゆ
い
れ
か
ら
の

に
な
り
ま
し
た
。
体
的
紛
が
‘
よ
り
…
務
総
広
〈
、
創
出
爽
し

今
回
出
め
げ
ず
ノ
と
ス
テ
レ
オ
の
勝
入
た
も
の
に
な
9
ま
す
い
と
背
骨
び
の
声
。

は
、
へ
時
間
)
富
治
総
会
セ
ン
タ

i
明
、
打
つ
な
お
、
制
利
用
す
る
場
合
は
、
殺
澄
し
て

て
い
る
滋
〈
ヒ
コ
ミ
ュ
ラ
一
デ
ィ
助
成
準
あ
る
柑
削
機
的
申
し
込
み
が
必
衛
官
で
す
。
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85-1111 
84 紛れ
88…箆28
88-2111 
89-2お8
85-1151 
84-0111 
84-0119 
84-19∞ 
邸…2481
87--1131 
84-33竹
82 総務

童書館 84--1110

砂8勝 31'司12臼〈在3)キ語118喜容30
分 tJら

砂場事葺 f自民主事資豊富

b穆1JD重量綴 ffip:j主主任、 主主学の中

学2主主i下
11>糧援 申告F~務女宅学年日目シンクil八

王トブン(シ〉て7)レ、ダブルス〉

叛1人3軽量巴款で参笈qr俊
砂草書Z融資 守霊童131人200Pl
砂場し込み・問¥，¥合おtま 1¥11キ

l之毒事B号機白、後詰寺、氏名、姓B品、
滋言主務皆、学筏名、学年後E号言召し、

3 1'ヨ 38く金・感、滋〉霊長て~Iこ害警UJ3

3適切産量的自(84)1382ヘ

!護 7鶴子喜ザ護iーイりト
炉期総 21'寺25臼〈こ主〉から31'ヨ1
EヨC7JO
b話題R時 約そごう8機軍事務議童話

惨内容 我孫5子市、ねおも完ヨ湾総
6担保→イスt.Jウト13きTIl.5∞'3O活

動記録写機袋、 工作物3宝探潟産量示

惨忌喜善 2Fl19(8)午後2時
惨舗韓首汗 よ新本襲警年童話〈無料〉

修王子…守 護霊懲役繁盟事守合0%豪粉

症して

砂罪悪い合わせ 録制官(88)2576

i 釦!綴塗会量主トメイ主選譲
砂鎚持 21'寺昭自臼(8)午後19菩
験場所 総伊丹5豊若手住会童官

1>対象者 人工l!I!'き・鎗批王室重量者

b内容 ストマに喜喜志才る言蓮華葺等

11>串し込み・鱈い合わせ B2ドニヰ

ストミミー童話会不要襲興支!'il事務長率君。472(22)0111怒当篠 jへ
fJII鱗慨も窒

事砂包締 3Fl5日(B)午後1憶か

ら4喜善〈入型車銀総司

険機所 持色話題F闘機部忽差是鐙

が鷹渓 rlll審留軍苓0)究運動車普約変1に

ついてJ千祭大室長学主事務総病院宅壱

芥勝氏

傘T普段飽密室車湖北台分豊富 87合的5
@部隊喜望書量館市後分書留 89-1311
委審ln民磁童書留移聖書図書書館 87-筏怒号
機市 E遺体事事鐙 87-1155
@書lIn白書主造理事務所 85-1171
@務停賄事事者簿義iセンター 88-0141
φあらさ襲警お…4188
縫っつじ珪 88-0123
@生活環器車線〈浄化倦)87-2379 
{ゴミ)87-u01らくし星空)88…2547
験結主主湾近隣センター 89-3740
毒普天3正治~~必隣センター告2 お;紛
@理場~~台市民センター 88-9927

11>3'ーマ .モ子ども!ととって愛tt
!;:，食<:1謀術学校己主主?家革までは?
砂 8~寄 2湾27Eヨ(湾)r説孫ミチ0)

小学校総重量の型軽主主レァt< トJ.28日

(;J() rtt学設の毘主主義と重量務J 畿日産

安綴童話=子氏、時総Iá:~国臼と"，<子高官

10章者から正午〈著書主号無料3

易額所 主義~t;台 8TEI長謀総会室鷲

炉問い合わ営 委主主嘉子台ンヲー

宮(87)0811C午紛9華寺~午後5~幸〉

砂対象 4O;Jf吃の女役でボラ〉テ

イ立フ活動!こ露草地のある露芸誌是正万

快活車宮内務 保緩センター喜算書誌の

PF司、健躍翼箆での学童書会、 fffl5ゃ

んや坂長欝さんの家事霊草色局、縫霊長室長

つり著書ro等専
少申し込み・豊司い念書:lt主 意撃を産主ま

たは議総Cx自1と台小12-16f担保護霊
セ2/9一宮(87)竹31へ

i謀議強擁壁里j
b資格 20童話以上の察内浴室主筆ま

I>f号望書 草尊重量さを湾i之喜善をする総澄毒事

〈ユフンヴ)ト寄舎む〉

..人重量 f紛名

診を壬興需 4汚1白から1王手陣懇
..申し込み・整型い合わせ 街耳さの

窃込書襲(ffiE廷生活護軍に潟滋万三喜記入

し、 2Fl21BC*.淑曜蓋〉までと可F
お喜一91千葉中央郵後短弘警騒穏4号室ま

索食道謹務総書費主主主主謀総重要望雲行政1係

総合472(23)22鉛へ

立霊裏

1989. 2.16 (4) 

(憐菜類話んでも謡詞
惨臼出寺 二三月25モヨ〈玄〉午後1華寺か

そうち善寺〈資F号燃料〉

b会話器 不禁コミュ二三Fィてさツ夕

方適用寂れることに絞り殺し怒窃 告1議言要望室

そこで、警器産替の主主々 !こ給要費税 易問い合わ枝 子事態中央法律欝緩

め辻義語み、任容をき(李総き等専について 所岱0472(25)4561
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